
奄美市喜瀬集落は急速な過疎化と高齢化に相対し、地域資源の有効活用・移住促進・交流人口の増加は最重要課
題である。
市内では移住促進の施策が進められていますが、「お試し移住」制度は存在せず、定住移住前の不安を解消する
ための環境作りが整備されておらず、スムーズな移住に結びつかないケースや移住後のギャップによるトラブル
などが聞こえてくる。
また、集落の高齢者が作る野菜の活用、集落の土壌の不利性を克服した新たな食材を集落ブランドとして生み出
すこと、その魅力を発信する場も必要と感じている。
さらに地域の若者がチャレンジできる場、働く場も少なく、地域に残り、地域を活性化する人材も流出している。
そこで、本計画では、旧喜瀬保育所を活用し、「お試し移住可能なシェアハウス」と「地産地消の食堂」を整備
することで課題解決を図る。
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事業の目的

事業概要
① お試し移住可能なシェアハウス（短中期滞在／光熱費込み）
② 地産地消の食堂（賃貸型レストラン）

① お試し移住可能なシェアハウス（短中期滞在／光熱費込み）
・移住者の受け入れ体制の構築
・市の移住施策に実効性を持たせる先行モデルの確立

② 地産地消の食堂（賃貸型レストラン）
・地域の食を通じた6次産業化によるビジネスモデルの構築及び地域の魅力発信
・地域食材の販路拡大／農業・漁業との連携
・限界集落の再生に向けた、地域住民と移住者の交流拠点の創出
・地元と観光をつなぐ日常型交流拠点の創出
・若者・Iターン希望者の小さな起業ステージ提供

事業の効果

事業の効果を認めるとともに喜瀬地区の区長も
審査会に同席し、集落との関係性も良好であり、
集落と一体となった取組も期待できる。
その他、遊休資産を民間に活用いただけること
で、地域課題の解決、地域活性化に寄与すると
判断する。

評価のポイント


